
音楽教育におけるICTの活用法 :
ICTを用いた創作授業及び学生相互による評価システ
ム導入の効果

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2019-10-10

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 村中, 洋子, Muranaka, Yoko

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://tokyo-ondai.repo.nii.ac.jp/records/1316URL
This work is licensed under a Creative Commons
Attribution-NonCommercial-ShareAlike 3.0
International License.

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/


１．はじめに

２０１７年１１月に文部科学省より大学の教職課程におけるコアカリキュラム［１］が発表され，そ

の内容を踏まえて，「大学や担当教員による創意工夫，体系性をもった教職課程になるよう留

意し，学生がコアカリキュラムを修得できるよう授業を設計・実施すること，教職課程を履修

する学生が早い段階から教員としての適性を見極める機会を提供し，卒業時までに修得すべき

資質能力について見通しをもって学べるよう指導を行うこと」など，これからの学校教育を担

う教員の資質向上に向けたガイドラインが示された．そのガイドラインに沿って授業を実施す

るにあたり，最も重要視すべきなのは，学生が教員としての適性・資質を高めることであり，

その適性に対しては，初等中等教育における，学習指導要領を参考にする必要がある．

２０１７年８月に中央教育審議会教育課程部会が発表した［２］下の図１に示されるように，新し

く改定された学習指導要領は，２０２０年から小学校，２０２１年から中学校，２０２２年から高等学校で

実施されるものであり，新たな学習指導要領では，大型提示装置や実物投影機、無線 LAN、

タブレット PC といった ICT（Information and Communication Technology）環境を効果的に

授業に活用し，学習の基盤となる資質・能力である言語能力や情報活用能力を育むことを重要

視している．

音楽教育における ICT の活用法
―ICTを用いた創作授業及び学生相互による評価システム導入の効果―

村 中 洋 子

図１：新学習指導要領改訂スケジュール

―93―



ICT あるいは情報化教育における重要課題については，１０年前から文部科学省が発行してき

た，「教育の情報化に関する手引き」［３］や，「教育の情報化ビジョン」［４］などで述べられている．

現場では ICT 環境の整備が進められているが，「教員の ICT の指導力不足に課題がある」

という点が指摘され，特に音楽教育では，堀田［５］によると「音楽科が授業における ICT 活用

がもっとも進んでない教科である」とし，中西，松村，荒川［６］らは「音楽科では ICT 教育の

停滞が問題である」と警鐘をならしている．

さらに，鹿児島県音楽教育 ICT 研究グループで２０１４年１月に ICT 活用のアンケートを，鹿

児島市小学校音楽担当教員に行った結果では，教員は ICT 活用の音楽科授業の実施に大きな

関心を寄せつつも，「ICT 機器の操作」「教材活用例」に対して，苦手意識と消極性を有している

と報告［７］された．一方，「広義の ICT 活用という観点から見れば，音楽科は以前から CD や

ビデオテープ，ビデオディスク，DVD といったメディアによって音声教材や映像教材は，鑑

賞の学習指導には不可欠として授業の中で活用されてきている」との今井［８］の意見もある．

このような音楽教育における ICT の活用法の様々な課題の中で，これまで本学で，情報科

目と教職課程の「教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む）」を指導担当してき

た著者は，ICT 機器の操作や知識に対して苦手意識のある音楽大学の学生に，ICT の活用法

を指導する上で，学生の ICT に対する苦手意識を軽減し，前向きな意識改革を目標の一つに

掲げた．その方法として授業内容の一部に，教育現場で活用できる音楽ソフトを利用した創作

活動を体験させ，作品の制作，作品の発表，作品に対して学生の相互評価をさせることで，ICT

に対する苦手意識より，利便性の高さ，必要性を実感させた．また，学生の相互評価における

評価シートを，Perl 言語を使ってインタラクティブな Web ページから行えるようなシステム

を構築し導入したことで，ICT リテラシーの習得の必要性，ICT の活用法の効果などの理解，

授業内容への意欲が向上してきた成果等を，これまでの授業アンケートの結果や学生の感想等

を踏まえて検証する．

２．音楽教育における ICT 活用の事例の特徴

２．１ これまで発表された教育における ICT 活用の事例

文部科学省の委託によって一般財団法人日本視聴覚教育協会が行った「国内の ICT 教育活

用好事例の収集・普及・促進に関する調査研究」［９］の中で２００９年～２０１２年の「学校教育―教

育 ICT 活用実践事例集」は，小学校・中学校・高等学校・特別支援学校で，総数２１８事例を，

教員がすぐにでも実践できる標準的なものを中心に，校種，学年，教科等のバランスに配慮し

集約してまとめてある．その事例数をもとに，科目別の事例総数をグラフにしてみたのが図２

である．事例数の数少ないものは，「その他」の中に事例数を合算して表示した．図２から分

かるように事例数が多い小学校では，国語，算数，社会と活用事例が多い．中学校，高等学校
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の合わせると，算数・数学，国語，理科の順となるが，この中でも音楽科における事例は他の

教科に比べ，体育・保健体育に次いで少ない．

２．２ 音楽科の ICT 活用事例

前述の調査研究において，音楽科で示された事例内容の項目を抜粋して掲げる．内容は，ビデ

オ動画や DVD の活用，タブレットでの歌詞表示や音声表示，PC を利用した創作活動である．

学校名・教員 長野県諏訪養護学校 辻野 菜巳／守屋 康子／ 土田 泰

タイトル 歌詞を視覚化して自信を持って一人で歌おう

本時のねらい

前時までに各パートで，少人数の歌唱練習をした．本時は全員で合
唱をする最初の時間であり，全体指導の場で自分の歌うところを把
握し自発的に歌っていくことをねらっている．そこで、タブレット
PC を用いて歌詞の表示支援，音声データによって歌唱支援を行い，
自分のペースで歌詞を確認し見通しをもって参加できるようにする．

学校名・教員 大阪府立東百舌鳥高等学校 石松 千咲／稲川 孝司

タイトル 「作曲とアレンジ」―PC を使って自分の作品を聴きアレンジ

本時のねらい

教育用プログラミング言語「ドリトル」を使って作曲のデータを入
力し，自分のイメージに合った楽器や速度に変え，和音や伴奏など
を追加して演奏する．楽器を思うままに演奏するには多くの時間が
必要であり，他の楽器も演奏できるようになるには，さらに多くの
時間がかかる．しかし，PC では楽器名を指定するだけで演奏が可能
になる．

「国内の ICT教育活用好事例の収集・普及・促進に関する調査研究」
一般財団法人日本視聴覚教育協会のデータより

図２：各教科別の実践事例数の比較

例１

例２
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２．３ 音楽科における ICT 活用の特徴

教育の場に ICT を活用する意図としては「知識・理解を深める」「表現を高める」「思考を

深める」ことである．音楽科でいえば，鑑賞や合唱の授業にビデオやインターネットを使い，

「知識・理解を深める」「表現を高める」を実践できるし，音楽用ソフトや PC，タブレットを

利用した創作活動には，「表現を高める」「思考を深める」ことが実践できる．さらに，記譜や

譜読み，演奏技能不足における問題も ICT 活用によって解決でき，自ら作り上げる創作活動

の楽しさと，音楽の基盤となる法則も，より分かりやすく児童や生徒に説明することができる．

２．１の例２に掲げた音楽ソフトを用いた創作授業のほかにも，音楽科で実践研究の不足を指

摘しながら，ICT の活用には，主として創作（音楽作り）を焦点に当て，伊野，中村，森下

らは「Domio（MIDI シーケンスソフト）を用いた創作授業の検討から」［１０］というタイトルで、

新潟大学教育学部附属長岡中学校の音楽授業で創作の授業を行い，実践上の課題や効果を検証

している．

一方，そのほかの音楽作りに活用されているソフトとしては，ヤマハの XG ワークスやボー

カロイド，iPad に無償でついている GarageBand などがある．

学校名・教員 広島県呉市立片山中学校 山下裕子

タイトル 聴く人の心に響く合奏をつくろう

本時のねらい クラス合唱を歌う姿を録画・視聴し表現の工夫を考えさせる．

学校名・教員 京都市立西京極西小学校（特別支援学級） 上田めぐみ／後藤 誠

タイトル 日本の音楽に親しもう―映像に合わせて郷土の舞踊を演奏表現する

本時のねらい

郷土の音楽に親しみ、「こきりこ」や「ささら」を楽しんで演奏する．
DVD 教材を視聴することで，楽器は演奏だけでなく舞踊の一部にも
なっていることを理解できるようにする．動画を視聴することによっ
て郷土に伝わる音楽の特徴を比べたり，よさを見つけたりさせる．

学校名・教員 佐賀県佐賀市立若楠小学校 蒲原直美

タイトル 和音の美しさを味わおう―タブレットPCで三部合唱の練習をしよう

本時のねらい

音の重なりを感じながら歌えるようになること．そのために旋律の音
程を正しくとって歌えることが三部合唱になったときの大切な要素
となる．そこで，各パートの音取りのためにタブレット PC で旋律を
再生しながら練習し，児童が教え合いながら学習できるようにする．

例３

例４

例４
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３．本学の教職課程における「教育の方法と技術（情報機器及び教材の活用を含む）」

３．１ 本学の教職課程を履修する割合

本学では，その年度の入学者がどの割合で教職課程を履修したかを２００６年度から２０１７年度ま

でグラフにしてみた．６割から７割あった教職課程を履修する学生の割合は，２０１５年度には６

割を下回り，教職課程を取得しようとする学生は減ってきた．

東京都教育委員会で２０１８年６月に発表した，過去５年間の東京都公立学校教員採用候補者選

考の応募状況を見ても，採用見込者数は増えているものの２０１５年度から減少傾向にある．２０１４

年度は応募者数が１９，１６１名，応募倍率は９．５倍あったものが，２０１９年度は応募者数１３，４６１名，

応募倍率に至っては３．９倍まで減少している［１１］．

３．２ 情報機器及び教材の活用部分での授業内容

教職課程を履修する場合，必修科目である「教育の方法と技術（情報機器及び教材の活用を

含む）」は３年次までに履修していないと４年次の教育実習に行けないこともあり，２年次にほ

とんどの学生が履修する．しかしながら，作曲指揮専攻（約８．５％）以外の学生は，情報機器

の操作や工学的知識の習得を苦手とし， ICT リテラシーの必要性を感じていない学生が多い．

改定された学習指導要領「生きる力」を担う『主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラー

ニング）』の実現には，ICT 活用が最も有効であることから，ますます，教員の ICT 活用能力

は必須となる．そこで，少しでも ICT の活用に消極的な教員ならないことを目標に，音楽大

学の特性を活かして，「コンピュータミュージック」を ICT の活用法として授業内容に選んだ．

「創作」，「発表」，「評価」という，教育現場で実際に行われている一連の流れを授業内容に

組み込み，その経験の中で，学生は音楽作りの楽しさと難しさを自ら実感させることとした．

具体的には，１５回の授業の中で７回ほど，著者の担当部分である「情報機器及び教材の活用」

東京音楽大学 年度別の入学者に対する教職課程履修者の割合の推移

図３：年度別 教職課程履修者比率推移
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の授業を次の表のように行っている．

ここで用いている音楽教育ソフトはカワイ音楽帳と Finale である．

４．学生相互による評価システムの導入

２０１０年度から導入している学生相互評価システムは，インタラクティブな WEB サイトを構

築できる Perl 言語を組み込んだ CGI プログラムで作成したものである１．クラス単位で授業内

の課題であるオリジナル歌曲を発表し，それに対してお互いに「曲の完成度」と「パフォーマン

ス」に WEB ページの評価シートを通して，４段階の評価と意見を記入する．その際，曲の完

成度に対する評価としてのルーブリック（図４）を学生に示した．なお，WEB 評価シートは図５

に示す．送信された学生相互の評価点を平均し，学生の成績に５％弱加算する仕組みを取った．

発表前には，授業外の時間帯にも多くの学生が PC 教室に訪れ，お互いの曲を聴き合い，試

行錯誤しながら作曲専攻の TA にも質問している姿が多くみられた． 学生の授業への意欲や，

さらなる向上心は，学生相互評価システムの導入により，「作品発表」と「評価」という流れ

から，学生主体で，授業が完結していることによるものと考える．

具体的に，授業の後半部分は，一方向的な授業から①～④の効果がある主体的な授業形態に

なった．

① 表現力，自ら情報発信する能力．

② 学習プロセスにおける作品の改善と教員と学生間のコミュニケーションの強化．

③ 他の学生への評価，意見を述べることで自分の考えを深める力．

④ 他の学生の優秀な作品と自分の作品とのレベルの対比による目標設定の振り返り．

１ これらのシステムとプログラムは，東京音楽大学情報科目授業補助の TA として勤めていた福本浩章氏（当
時東京大学大学院学生）の協力により構築したものである．

１回 Word もしくは Excel の学習指導案テンプレートを利用し，楽譜を挿入した指導案の
作成と PDF ファイル変換による印刷方法

２回 PC もしくは、タブレットによる音楽教育用ソフトを利用したリズム教材の作成とド
ラム譜の利用

３回 PC もしくは、タブレットによる音楽教育用ソフトを利用した和声（伴奏コード）か
らのメロディ入力の作成

４回 PC もしくは、タブレットによる音楽教育用ソフトを利用した俳句へのメロディ譜及
び既成コード伴奏による編曲

５回 電子黒板と電子教科書の利用法についての学習と楽譜著作権等の指導

６回 音楽ソフトによる季節を題材としたテーマでのオリジナル歌曲の作成

７回 プロジェクター上でのオリジナル歌曲の発表及び Web 上での評価シートによる学生
相互の評価とコメント

２０１８年度東京音楽大学シラバス「教育の方法と技術」より抜粋
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なお，付録に教員の負担を軽減し，CGI プログラムで構成した授業の効率化を図る構成フォ

ルダ（図１０）と WEB 評価シートの CGI プログラム（図１１）の一部分を掲載する．

レベル１（普通） レベル２（良い） レベル３（素晴らしい） レベル４（とっても素晴らしい）

旋律 歌えるメロディに
なっているか

フレーズのまとま
りがあるか

主要なモチーフやメ
ロディーがあるか

自分の声を活かせるメロ
ディになっているか

和声 和音が付いている
か

音のぶつかりを回
避できているか

旋律に対して自然に
聴こえる和声がつけ
られているか

※借用和音（ノンダイアト
ニックコード）が効果的に
使えているか

リズム 音楽が進む律動が
あるか

リズムに合った曲
全体のテンポを設
定できているか

伴奏とそのリズム形
が 曲 の イ メ ー ジ と
合っているか

休符が適切に用いられてい
るか

音色
メロディーと伴奏
の音色を変えてい
るか

曲 の イ メ ー ジ に
合った音色を選択
しているか

各楽器の音域を逸脱
していないか

楽器の個性を活かせている
か

言葉 世界観が表現でき
ているか

旋 律 と 歌 詞 が か み
合っているか（字余り
などしていないか）

言葉が本来もっている抑揚
と旋律の作りが一致してい
るか

構成 構成しようという
意識がみられるか

曲中に変化を取り入
れられているか

曲中にクライマックスを作
れているか

その他 曲のタイトルがつ
いているか

強弱や表情記号な
どが書き込まれて
いるか

自分の個性を活かせ
ているか

楽譜が見やすく書かれてい
るか

【評価にあたり、基準になる項目】各レベルの項目の中で２つ以上あてはまれば、そのレベルでつけて下さい。

図４：曲の完成度を評価するにあたってのルーブリック

教育の方法と技術 WEB評価シート

図５：WEB評価シート画面
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５．本学の教職課程における「教育の方法と技術」授業アンケートからの考察

５．１ 授業の事前アンケート結果

２０１８年度春学期の授業１回目に出席した学生に PC に対する意識や，PC・タブレットの所

有の割合を調べるために，次のようなアンケートを実施し，その結果をグラフにした．

〈事前アンケート〉

問１）PC は得意ですか？ （すごく得意，少し得意，普通，少し苦手，すごく苦手）

問２）PC は持っていますか？（自分専用の PC を持っている，家族と共有，持っていない）

問２．１）持っていないと回答した学生へ （今後購入予定，検討中，予定なし）

問３）タブレットは持っていますか？（自分専用のタブレットを持っている，家族と共

有，持っていない）

問３．１）持っていないと回答した学生へ （今後購入予定，検討中，予定なし）

※タブレットとは OS がスマートフォンと同じ iOS，Android 等で，OS が Windows のタ

ブレット PC は PC として回答してください．

図６に問１），問２），問３）の結果を示す．PC に対して苦手意識を少なからず持っている

学生は６割弱，PC を持っていない学生が１割強，タブレットに関しては５割弱，スマートフォ

ンの携帯を多く持つ学生はタブレットの必要性は感じていないという結果であった．

図６：事前アンケート結果
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５．２ 授業の事後アンケート結果

７回目の授業（発表，評価）の後，さらにアンケートを行った．アンケートの内容と結果を

グラフにしたものを図７，図８，表１，図９，表２に示す．

図７では，授業内での学生の興味は「曲の発表と評価」に対して６割以上，次に ICT の活

用に欠かせない「電子黒板や電子教科書」に４割の学生が興味を示している．これは，授業内

容に「創作活動」を組み込んだ結果，ICT の活用法に対しても興味を示している結果となっ

ている．

図８では，作曲指揮専攻でない音楽大学の学生も曲を自ら作るとき，苦労した点に「和声」

を一番に挙げている．これは，児童や生徒にとっても「創作活動」におけるメロディと伴奏の

ハーモニーを作り出すには，音楽の法則，つまり楽典の知識を必要とする部分である．この点

も，現場の教員になった場合，楽典の知識の皆無な児童や生徒に，どのように指導していけば

良いのか自分で経験しておくことこそ重要である．

図７：授業終了後アンケート結果１

図８：授業終了後アンケート結果２
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上の表１は，「評価シート導入の感想」１００文字以内のアンケートに対して項目別に分け，重

複している内容は一緒にまとめたものである

また，図９は事前アンケートで PC に対する苦手意識が半数以上あったと回答した学生に対

して質問をした結果，すこしは苦手意識が軽減したと回答した学生が７割以上いた．

評価の入力方法

提出がしやすく WEB ページでコメントの入力も楽．
みんなの発表を聞いて，その場で感じたことを書けることは良い．
パソコンで入力は，訂正や取り消しがすぐできて良いが，画面上横のラインを間違えて，
他の人を評価してしまいやすかった．

ルーブリック
入力の方法はわかりやすく，また，評価シートがあった方がより興味を持って聞ける．
評価のレベルがたくさんあって書きやすい．
いろんなところに注目して聴けた．

相互の評価

他人を評価することで自分の反省点を探せる．
同じ授業内で完成度がとても高い曲を作る人もいて，色々聞けて良かった．
お互いの曲を聴いて評価しあうことで，モチベーションが上がった．
ほかの人の作った曲を聴き評価しあうのは，自分の作品の客観的な意見を知ることがで
きる．
一人ひとり違う感性を持っているので、評価しあうのは素晴らしいと思った
ただ聴くだけではなく，コメントを書くことによって一段踏み込んで曲を聴くことがで
きるので，とても必要だと思った．
自分にはない発想や観点からの素晴らしい曲をたくさん聞くことができてとても楽し
かった．発表中の雰囲気も終始盛り上がっていてやりやすかった！
自己満足で終わってしまうより，他人の作品を聴いて感じたことや生かせそうな部分を
学ぶことができた．
同世代で同じ音楽を勉強する仲間から意見が聞けるのはありがたい．
発表と評価で，より効果的に印象に残った．
評価し合うことで，また新しい発見ができると思う
もっと時間があって，お互いのコメントを見たり言い合ったり，聞きあえたら良い．
目まぐるしかったが，ちゃんと人の発表を聴くことにつながると思うので良い．匿名で
評価を見てみたい．
これがあることによって，より人の曲に耳を傾けることができたので良いが，でも，
ちょっとあわただしい．

学生評価点の
成績への加算

いろんな人評価が見れるのは良いが，仲の良い友達へ良い成績をつける人が出ると思う
ので，あんまり良くないと思う
みんなの点が評価に加わるのは良い

【表１：評価シート導入の感想】

図９：アンケート
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最後に，「授業を終えての感想（２００文字以内）」をキーワード別にまとめて表２にした．あ

る程度，同じ内容のものは省略している．

キーワード 感想文
作曲

はじめて
達成感
良かった
歌詞

曲の構成
難しさ
良い経験

自分で作詞作曲するのは大変だと実感した．

作曲することが最初は嫌だったけど、完成させると達成感があったのでやってよかった．
楽しく授業を受けることができたので，今後に生かしたいと思う．
私は曲を作るのがすごい苦手で最初はとても嫌だなと思っていたが，人の作った曲を聴
いて，色んな感性があるので面白く，とても楽しい授業だった．
初めて自分で曲を作った．パソコンを使って作業して新しい経験ができたので良かった．
パソコンで音を打ち込んで自分の曲を作るのは大変だったけど、完成できて嬉しかった．

曲を作る難しさと他の学生の個性の違いがと改めて感じられてよい機会となった．

パソコンで楽譜を打つという経験がなくて初めてだったので戸惑ったが，曲を作成して
パソコンで楽譜に起こすという経験ができ，とても勉強になった．
最初は作曲をするのは絶対にできないと思っていたが，実際にやってみるととても楽し
かった．授業外でも自分でやってみたいなと思った．なかなか自作の曲をたくさんの人
の前で発表することがないのでいい経験になった．
とても楽しい授業だった！曲を作るのはもっと難しいと思っていたが，とても楽しく作
ることができた．これからも機会があれば，ソフトを使って曲を作ってみたい．
今までに作曲をしたことが全くなく，またパソコンを操作することも授業以外になく，
できるかとても不安だった．しかし実際に今回経験してみて作曲することの楽しさや，
披露するまでの緊張感を味わうことができ，とても良い経験を味わえた．
曲作りや伴奏付けなど聴きながらの創作活動は楽しかった．はじめてやったので自分に
できるか不安だったが，コードのプリントを参考にしながらなんとか完成させることが
できてよかった．また創作の機会があれば今回の授業を生かせれたらと思う．
今まで自ら作曲するということがなかったので，曲の構成など意識することがなかった
が，これを機に曲の構成など気を付けて聞くという姿勢ができた．次にもし作ることが
あったら工夫したい．
最初は、曲を作るとか絶対無理って思っていたが，作り始めたらどんどんアイデアが出
てきて楽しくなった．また、ほかの人が作った曲を聴いて学ぶことがたくさんあったの
で今後役に立つと思った．

みんなの前で歌うのは緊張したけど，授業ごとに色々な曲を作れて楽しかった．

作曲は始めてだったが，歌詞のある曲をかくのは大変だった．

作曲自体したことがなかったので、最初は不安だったが，教師に必要なことをたくさん
聞くことができ，勉強になったのでこの授業があって本当によかったなと思った．作曲
の出来は今ひとつであったが，初めて一曲作れたので達成感があった．
曲を作るのはすごく難しく，今ある j-pop の曲もドラムのついている曲がほとんどな
のに自分で作るのは，普段ドラムをたたいたりしない分どう作ればいいのかとても難し
かった．けど、実際作ってみるといい経験になってとても楽しかった．大変だった分，
達成感があって本当によかった．

最初は不安
難しい
良かった
安心

私は普段，ほとんどパソコンに触れていないのでとても難しかった．文字を打ち込むだ
けでもすごく時間がかかるので，この時間で少し慣れたのでよかった。
パソコンはこの授業が始まるときは少し苦手意識があって大変だったが，今前よりは結
構できることが増え本当に良かった！
パソコンが苦手だったので不安だったが，この授業でたくさんの知識を得ることができ
た．これから少しでも活かせるようにしていきたい．
作曲課題があることを初回で聞いたときは、自分にできるのかと不安だったが，取り組
み始めると楽しくてあっという間だった！

【表２：授業を終えての感想】
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６．まとめ

新しく改定された学習指導要領では，ICT 環境を効果的に授業に活用し，学習の基盤とな

る資質・能力である言語能力や情報活用能力を育むことを重要視している中で，音楽教育にお

いて，ICT 活用の充実が喫緊の課題となっている．そのため，文部科学省の教職課程コアカ

リキュラムで示されたガイドラインに沿って授業を計画するにあたり，本学では，ICT に苦

手意識を持つ音楽大学の学生に対して，ICT に対する前向きな意識改革をひとつの目標にし

た．音楽大学の学生として，専門分野の和声や楽典の知識を生かしながら，音楽ソフトを利用

した PC での創作活動を組み込み，曲の制作，曲の発表，お互いの曲に対する学生同士の評価

するシステムを導入した．アンケートの感想の中で，作曲の経験がない学生が多く，ICT の

苦手意識もあって，授業前には不安を訴え，人前で自分の曲を歌うことなど考えられないと口

にする学生もいた．授業前と授業後のアンケート結果から、ICT に対する苦手意識が軽減し

たと答えた学生が７割以上もいたことから目標は達成できたと考える．授業終了後は，パソコ

ンによる作曲に興味をもって取り組んだことで「楽しかった」「良かった」と前向きな感想が

多いことも，ICT 活用に対する関心が深まったといえる．最後の回は，あるクラスは１００％の

学生が出席し，自分の曲に対する熱意や思いを歌で表現し，個性の違い，曲の構成やアイデア

の異なる他の学生の曲に興味をもって耳を傾け，発表は大変盛り上がりを見せた．達成感を感

じた学生が多いことも感想から伺えた．

また、学生の相互評価における評価シートを Web ページ上で行えるようなシステムを導入

したことで，ICT の利便性や入力，送信の簡易性を実感した学生も多かった．学生相互評価

パソコンを使う授業はついていけるか心配だったが、無事に終われて一安心している．
パソコンは本当に苦手だったが，無理やりにでも曲を作って，本当に便利なモノである
と感じたので，これからも活用したい．

全般
役に立つ
勉強になる
ソフトの機能

やったことのないことばかりだったのでとても勉強になった．

音楽とパソコンを一緒にするのはとても大変だったが，将来の役にとても立ったと思う．

できなっかったことができるようになったり，パソコンって文字を打つだけではなくて
いろんな機能が使えたり，ソフトが多機能に驚いた．
作曲や発表など慣れないことがたくさんあったが，大変勉強になった．今後どこで仕事
をするにも活きると思う
楽しかったし、興味深かった．本番などと重なってしまい，欠席が多かったのもあり，
不完全燃焼気味なのでまた挑戦したい．
とても楽しかった．作曲の先生から直々にアドバイスを頂けて光栄
パソコンの授業は楽しくてあっという間に過ぎた．これからの活動につなげていきたい．
授業はとてもためになった．みんなの最後の発表を聞いてもう少しちゃんと考えて曲を
作ればよかったと思ってしまったのが残念

授業の進め方 とてもスムーズな授業でよかった．質問することを積極的にできる環境を作ってもらえ
るとより一層いいなと感じた．
最後の発表は歌詞まで考えるのは初めてで，かなり恥ずかしさと難しさと色々と大変
だった．電子黒板の使い方をもっと学びたかった．
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システムを利用した「作品発表」と「評価」の流れが，学生が主体的に授業に取り組み，学習

意欲の向上を促した成果であることは，アンケート結果から分析できた．

７．今後の課題

評価シートにおいて，学生の評価はある程度主観的な点が多く，ともすれば人気のある学生

の評価は高くなることもある．公平に評価するべきと注意喚起はするものの，友達同士で良い

評価点を付け合っている学生がいるのも事実である．曲の評価に，構成，歌詞，音色，リズム，

和声，旋律とレベルを４段階の評価基準を示してはいるが，もっと客観的に項目を分けて評価

しやすい基準を設けることが必要だと感じられた．「パフォーマンスなどの評価は，信頼性，

妥当性，客観性，効率性の評価観点と評価軸を可視化したルーブリックが必要」［１２］といわれて

いることなどを参考に，学生の評価点を成績に組み込んでいる以上，今後はより評価しやすい

評価シートの改善に努めたい．

（本学教授＝教養科目・教職科目担当）

【付録】

〈授業科目における CGI プログラムの一覧〉

学生相互の評価システムの CGI プログラムの他に，授業の効率化を図るユーザー登録やア

ンケート，電子ファイルの課題提出用の CGI プログラムが配置されたフォルダマップ （図１０）

と内容を掲げる．

（１）html

回数と日程，授業内容のシラバスを掲載した授業内容の WEB サイトである．ここから，電子

ファイルでの課題提出，アンケート，学生評価シート，作品の投票画面にリンクする．各フォー

ムにはクラスごとに登録された履修者のみアクセスできる．

（２）cgi-bin

Perl 言語による CGI プログラムのフォルダ．

●enquete

授業事前アンケート，終了後のアンケート，学生への作品投票のプログラム，アンケートの集

計を行うプログラムのフォルダ．

●evaluation

評価システムのプログラム，結果の集計を行うプログラムのフォルダ．自分以外の学生の発表

内容を４段階で評価するフォーム（図５）は，本人は自分の評価を送信できない仕組みになっ

ており，また他の学生への評価を一旦送信した後も，追加の訂正も可能にした．
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●registration

コンピュータ教室を利用するためのユーザー登録プログラムのフォルダ

（３）data

クラスや学生のリスト，アンケート結果など各種データを置くフォルダ．

●class_list

その年度の授業クラス，日時，時限を CSV 形式で入力．

●student_list

その年度の前期・後期の上記のクラス別に履修登録した学生名簿を CSV 形式で入力．

●upload

授業の例題，課題等のファイルを添付して提出するプログラムのフォルダ．

●eval_data

アンケートデータ，評価システムによる評価結果データを置くフォルダ．

図１０：CGI プログラムのフォルダマップ

〈評価シート作成PROGRAM〉
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図１１：評価シートCGI プログラム一部抜粋
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